
JP 2017-194154 A5 2020.3.19

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】令和2年3月19日(2020.3.19)
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【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｄ  65/02     (2006.01)
   Ｂ６２Ｌ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｄ   65/02     　　　Ｅ
   Ｂ６２Ｌ    1/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月4日(2020.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　当然ながら、当業者であれば、図面に示す好適な実施形態を参照しながら説明した本発
明の構成同士を、説明したものとは別のかたちで互いに組み合わせることができ、特許請
求の範囲により定まる範疇に包含されることを理解するであろう。
　以下、本発明に含まれる態様を記す。
　〔態様１〕自転車の耐荷重エレメント（１０；５１０；６１０）に取り付けられるよう
に意図された、ディスクブレーキのキャリパーグループ（２０；３２０；５２０；６２０
）であって、
　キャリパー本体（２１；３２１；５２１；６２１）と、
　互いに向かって移動可能であり、ブレーキディスクとの係合のために構成されたそれぞ
れの摩擦パッド（２３）が設けられた、少なくとも一対のジョー（２２）と、
　前記ジョー（２２）を制御する流体圧システムと、
　を備え、前記キャリパー本体（２１；３２１；５２１；６２１）は、当該キャリパーグ
ループ（２０；３２０；５２０；６２０）が前記耐荷重エレメント（１０；５１０；６１
０）に取り付けられたときに当該耐荷重エレメント（１０；５１０；６１０）に面するよ
うに意図された固定側（２５；５２５；６２５）を有し、前記流体圧システムは、加圧さ
れた流体を供給するチューブ（Ｔ）に接続されるように構成された流体圧コネクタ（３０
；３３０；５３０；６３０）を含む、キャリパーグループ（２０；３２０；５２０；６２
０）において、
　前記固定側（２５；５２５；６２５）が、前記耐荷重エレメント（５１０；６１０）に
固定されたときに、前記耐荷重エレメント（５１０；６１０）に実質的に全体的に直接当
接するように構成されており、前記流体圧コネクタ（３０；３３０；５３０；６３０）が
、前記キャリパー本体（２１；３２１；５２１；６２１）の前記固定側（２５；５２５；
６２５）に位置していることを特徴とする、キャリパーグループ（２０；３２０；５２０
；６２０）。
　〔態様２〕態様１に記載のキャリパーグループにおいて、前記流体圧コネクタ（３０；
３３０）が、前記固定側（２５）で、前記キャリパー本体（２１；３２１）に形成された
凹所（３１）に配置されている、キャリパーグループ。
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　〔態様３〕態様１に記載のキャリパーグループにおいて、前記流体圧コネクタ（５３０
；６３０）が、前記固定側（２５；５２５；６２５）で、前記キャリパー本体（５２１；
６２１）から突出している、キャリパーグループ。
　〔態様４〕態様１から３のいずれか一態様に記載のキャリパーグループにおいて、さら
に、
　前記キャリパー本体（２１；３２１；５２１；６２１）を前記耐荷重エレメント（１０
；５１０；６１０）に取り付ける取付ねじ（２８）、
　を備える、キャリパーグループ。
　〔態様５〕態様４に記載のキャリパーグループにおいて、前記キャリパー本体（２１；
３２１；５２１；６２１）が、前記取付ねじ（２８）を受け入れる少なくとも２つの取付
孔（２７；５２７；６２７）を前記固定側（２５；５２５；６２５）に有し、前記流体圧
コネクタ（３０；３３０；５３０；６３０）が、２つの前記取付孔（２７；５２７；６２
７）間に配置されている、キャリパーグループ。
　〔態様６〕態様１から５のいずれか一態様に記載のキャリパーグループにおいて、前記
流体圧コネクタ（３３０；６３０）が、前記固定側（２５；６２５）と実質的に直交に向
いている、キャリパーグループ。
　〔態様７〕態様１から５のいずれか一態様に記載のキャリパーグループにおいて、前記
流体圧コネクタ（３０；５３０）が、前記固定側（２５；５２５）に対して実質的に４５
°傾いて向いている、キャリパーグループ。
　〔態様８〕態様１から７のいずれか一態様に記載のキャリパーグループにおいて、前記
流体圧コネクタ（３０；３３０；６３０）に、当該流体圧コネクタ（３０；３３０；６３
０）に着脱可能に取り付けられた継手（３２；３３２；６３２）が連結されている、キャ
リパーグループ。
　〔態様９〕態様１から８のいずれか一態様に記載のキャリパーグループ（２０；３２０
；５２０；６２０）を自転車の耐荷重エレメント（１０；５１０；６１０）に取り付ける
方法であって、加圧された流体を供給するチューブ（Ｔ）は、前記キャリパーグループ（
２０；３２０；５２０；６２０）が前記耐荷重エレメント（１０；５１０；６１０）にま
で持ち上げられる前に前記キャリパーグループ（２０；３２０；５２０；６２０）の前記
流体圧コネクタ（３０；３３０；５３０；６３０）に接続されて、その後、前記キャリパ
ーグループ（２０；３２０；５２０；６２０）が前記耐荷重エレメント（１０；５１０；
６１０）に固定される、方法。
　〔態様１０〕態様９に記載の方法において、
　－前記チューブ（Ｔ）を前記耐荷重エレメント（１０；５１０；６１０）内に挿入して
前記チューブ（Ｔ）を開口（１６）から突き出す工程と、
　－前記チューブ（Ｔ）を前記キャリパーグループ（２０；３２０；５２０；６２０）の
前記流体圧コネクタ（３０；３３０；５３０；６３０）に接続する工程と、
　－前記キャリパーグループ（２０；３２０；５２０；６２０）を前記耐荷重エレメント
（１０；５１０；６１０）にまで持ち上げると同時に、前記チューブ（Ｔ）を前記耐荷重
エレメント（１０；５１０；６１０）の空洞（１２）内で案内する工程と、
　－前記キャリパーグループ（２０；３２０；５２０；６２０）を前記耐荷重エレメント
（１０；５１０；６１０）に固定する工程と、
　をこの順番で備える、方法。
　〔態様１１〕態様９に記載の方法において、
　－前記チューブ（Ｔ）を前記キャリパーグループ（２０；３２０；５２０；６２０）の
前記流体圧コネクタ（３０；３３０；５３０；６３０）に接続する工程と、
　－前記チューブ（Ｔ）を前記耐荷重エレメント（１０；５１０；６１０）における開口
（１６）へと挿入する工程と、
　－前記キャリパーグループ（２０；３２０；５２０；６２０）を前記耐荷重エレメント
（１０；５１０；６１０）にまで持ち上げると同時に、前記チューブ（Ｔ）を前記耐荷重
エレメント（１０；５１０；６１０）の空洞（１２）内に案内する工程と、
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　－前記キャリパーグループ（２０；３２０；５２０；６２０）を前記耐荷重エレメント
（１０；５１０；６１０）に固定する工程と、
　－前記チューブ（Ｔ）を前記自転車の他の全ての流体圧部品に接続する工程と、
　をこの順番で備える、方法。
　〔態様１２〕耐荷重エレメント（１０；５１０；６１０）と、
　自転車の車輪と一体回転するように取り付けられたブレーキディスクと、
　前記耐荷重エレメント（１０；５１０；６１０）に取り付けられて前記ブレーキディス
クに対して動作する、態様１から８のいずれか一態様に記載の少なくとも１つのキャリパ
ーグループ（２０；３２０；５２０；６２０）と、
　を備える、自転車。
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